
 

  

               令和６年度 収支予算        （単位：千円） 

収入項目 金 額 収入項目 金 額 
支出項目

（事業名） 金 額 
支出項目 

（事業名） 金 額 

会費収入 ８ 
特定相談支

援事業収入 
405 

法人運営 

事  業 
24,261 

訪問型介護 

予防事業 
8,316 

寄付金収入 700 
受取利息 

配当金収入 
5 

共同募金 

事  業 
859 

任意事業 1,396 

その他の事業 3,430 

補助金収入 18,213 雑収入 1,138 
居宅介護 

等 事 業 
7,377 

生活支援体

制整備事業 
3,950 

共同募金 

配分金収入 859 
前年度 

繰越金収入 5,000 
生活福祉 

資金事業 110 
相談支援セ

ンター事業 
3,425 

受託金収入 30,439   
福祉バス 

運営事業 
847 

喜楽来館管

理運営事業 
4,358 

事業収入 2,371   
シルバー 

人材事業 1,044 予備費 835 

介護保険収入 7,377 収入合計 66,515 
通所型介護

予防事業 6,307 支出合計 66,515 
 

健
康
運
動
教
室
の
開
催 

  

３
月
１４
日
（
木
）
に
大
原
会
で
健
康
運

動
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）
予
防
～
い
つ

ま
で
も
自
分
で
歩
き
続
け
る
た
め
に
～
」

と
題
し
、
原
鶴
温
泉
病
院
の
理
学
療
法
士

の
方
々
に
お
越
し
い
た 

だ
き
、
講
話
と
ロ
コ
モ 

度
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま 

し
た
。
今
回
の
開
催
を 

も
っ
て
、
単
位
ク
ラ
ブ 

８
ヶ
所
で
の
開
催
を
終 

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し 

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

高
齢
者
大
学
の
開
催 

 

３
月
１２
日
（
火
）
に
、
喜
楽
来
館
で
高

齢
者
大
学
を
開
催
し
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
役
場
ふ
る
さ
と
推
進
課
よ

り
東
峰
村
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
の
る
ー
と
東

峰
）
と
、
東
峰
村
地
域
通
貨
「
と
ほ
っ
ぴ
ペ

イ
」
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
社
協
よ
り
６
年 

度
に
計
画
し
て
い
ま
す 

高
齢
者
向
け
在
宅
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
の
話
を
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
い
き 

い
き
教
室
と
し
て
、
脳 

ト
レ
や
軽
運
動
な
ど
を 

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

令
和
６
年
度 

心
配
ご
と
相
談
開
設
日
程 

開
設
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
東
峰
テ
レ
ビ
で
詳
し
い

開
設
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す 

 

寄 

付 

金 
  

令
和
6
年
３
月
14
日
よ
り
令
和
６
年
４
月
12
日
ま

で
の
間
に
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◎
香
典
返
し
寄
付 

 

・
小
石
原
中
央
区 

上
町 

 
 

川
﨑 

哲
弘 

様
（
故 

坂
本 

和
子 

様
） 

・
中
原
地
区 

真
加
田 

 
 

眞
田 

和
義 

様
（
故 

ヨ
リ
コ 

様
） 

・
小
石
原
鼓
地
区 

黒
玉 

 
 

小
野 

和
彦 

様
（
故 

廣
幸 

様
） 

故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。 

◎
一
般
寄
付 

 

・
東
峰
ム
ラ
ガ
ー
ル
ズ  

リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ
さ
わ
や
か 

様 
・
穂
坂 

英
二 

様 
こ
の
寄
付
は
、
村
内
の
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会 

理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催 

 

３
月
４
日
（
月
）
に
理
事
会
を
、
同
月
２１

日
（
木
）
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
６

年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
を
審

議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

令
和
６
年
度
は
、
令
和
５
年
３
月
に
作

成
し
た
社
協
の
実
践
的
な
活
動
・
行
動
計
画

で
あ
る
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
沿
っ
て
、

地
域
住
民
で
地
域
課
題
を
考
え
る
機
会
や
、

情
報
提
供
の
場
と
し
て
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
福
祉

活
動
の
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
を
推
進
す
る
た
め
講
座
等
の
開
催
や
、

活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

村
内
社
会
福
祉
法
人
情
報
交
換
会 

  

現
在
、
村
内
の
社
会
福
祉
法
人
事
業
所

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
和
園
・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
宝
珠
の
郷
・
社
会
福
祉

協
議
会
）
で
２
ヶ
月
に
１
回
集
ま
り
、
情
報

交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
社
会
福
祉

法
人
に
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」

が
責
務
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
生
活
困
窮

者
等
に
対
す
る
相
談
・
支
援 

事
業
で
あ
る
「
ふ
く
お
か
ラ 

イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
や
、 

東
峰
学
園
で
の
福
祉
教
育
等 

に
つ
い
て
も
、
３
事
業
所
で 

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を 

行
な
っ
て
い
ま
す
。 

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集 

～
あ
な
た
の
豊
富
な
経
験
や
知
識
、 

技
能
を
い
か
し
ま
せ
ん
か
～ 

  

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村
内
に

居
住
す
る
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
会
員
を
募
集
し
ま
す
。 

豊
富
な
経
験
や
知
識
を
い
か
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
や

仲
間
づ
く
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

 

◆
会
員
に
な
る
に
は 

 

東
峰
村
に
お
住
ま
い
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。
（
入
会
時
に
年
会
費
千
円
が

必
要
で
す
） 

 

◆
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て 

 

地
域
の
家
庭
や
、
企
業
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
依
頼
さ

れ
た
仕
事
を
セ
ン
タ
ー
が
請
負
、
会
員
の
方
へ
依
頼
し
ま

す
。 会

員
は
、
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
ま
た
は
遂
行
し
、

そ
の
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
配
分
金
を
受
け
取
り
ま
す
。 

主
に
、
草
刈
り
作
業
や
庭
周
り
の
除
草
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 ◆
お
問
い
合
わ
せ 

 

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
  

（
事
務
局
：
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

こ
の
広
報
誌
は
共
同
募
金
の
配
分
金
を 

受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。 

 
東
峰
村
社
協
ラ
ン
ド
リ
ー
の 

お
知
ら
せ 

   

石
川
県
穴
水
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援 

 

４
月
３
日
（
水
）
か
ら
９
日(

火)

ま
で
の
７
日
間
、
石

川
県
穴
水
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支

援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
穴
水

町
で
は
２０
人
が
亡
く
な
り
、
約
４
，
０
０
０
棟
の
住
宅
に

被
害
が
で
て
い
ま
す
。 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、 

「
さ
わ
や
か
交
流
館
プ
ル
ー
ト
」
に 

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
施
設 

で
は
今
も
２９
世
帯
４６
人
の
方
々
が 

避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

１
日
延
べ
６０
人
～
７０
名
程
の
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
ら
れ
、
主
な
活
動 

と
し
て
は
家
の
片
づ
け
や
掃
除
な
ど 

で
出
た
震
災
ゴ
ミ
の
運
搬
等
で
し
た
。 

東峰村社協だより 
第１０６号 

令和６年４月１５日号 

東峰村社会福祉協議会 

事務局（喜楽来館内） 

☏  0946-74-2012 

開 設 日 場  所 

5 月 ８日 いずみ館 

７月１０日 喜楽来館 

１０月 ９日 いずみ館 

１２月１１日 喜楽来館 

３月１２日 いずみ館 

・時間はいずれも 

午前１０時から正午まで 

・相談員は、民生委員児童

委員、人権擁護委員、行政相

談員、司法書士の方々です。 

 

機械の容量等 利用料金 

洗濯機・容量 28㎏ １台 １回  1,000 円 

乾燥機・容量１４㎏ ２台 １０分  100円 

乾燥機・容量 30㎏ １台 ７分  100円 

 



Ⅳ）委託事業拠点区分 

１．通所型介護予防事業 

１．運動器の機能向上事業（機能訓練教室）毎週金曜日に喜楽来館で開催。 

  ・転倒骨折の防止及び加齢に伴う運動器の機能低下の予防・向上を図る観点からストレッチ・有酸素運動、

簡易な器具を用いた運動等を実施します。また、簡単な計算やレクリエーションを通して認知症予防も

行っていきます。 

２．運動器の機能向上事業（通所リハビリ教室）毎週水曜日の午前中、いずみ館トレーニング室で実施 

・トレーニング器具を活用し、運動機能低下の予防並びに機能向上を図ります。 

  ３．認知症予防教室（老人クラブ連合会との共催） 

・認知症についての講話や能力トレーニング（脳トイ）の実施。 

単位クラブ８ヶ所で実施します。 

４．シルバークッキング教室（老人クラブ連合会との共催） 

   ・「認知症予防のための食生活」をテーマに、管理栄養士による栄養講話 

と調理実習を単位クラブ８ヶ所で実施します。 

２．訪問型介護予防事業 

１．訪問型介護予防事業 

・一人暮らし・二人暮らし高齢者世帯等を対象に日常生活に関する支援や指導を行います。 

２．配食サービス事業 

  ・６５歳以上の高齢者のみの世帯等を対象に、利用者の安否確認や健康状態等の把握を行い在宅での 

生活の安定を図ります。月曜日～土曜日の夕食を配達いたします。 

３．口腔機能向上事業（あなたのお口見守り隊事業） 

  ・高齢者の口腔機能低下を早期に発見し悪化を防止するため、歯科衛生士 

による口腔清掃の指導、摂取・嚥下機能に関する訪問指導を行います。 

３．任意事業 

１．家族介護支援事業（地域福祉セミナー） 

    住民の方々が暮らしやすい東峰村を創っていくため、地域住民で地域課題を考える機会や情報提供の 

場を設け、地域福祉の推進に取り組みます。 

    地域福祉活動計画の基本目標に沿ったテーマで年６回開催します。 

  ２．在宅介護者リフレッシュ事業 

・在宅で介護をされている方々の交流会（リフレッシュ事業）等を開催します。 

４．その他の事業 

１．高齢者生きがいづくり事業 

・高齢者大学の開催（５月～３月、毎月第２火曜日開催） 

    ・いきいき教室（作業療法士による軽体操やレクリエーション） 

   ２．寝具類等洗濯乾燥消毒サービス（年１回） 

５．生活支援体制整備事業 

  ・地域の支え合いや高齢者等の社会参加を促進するため、住民や関係機関等との連携を図りながら生活 

支援サービス体制の構築を図ります。 

   ・生活支援コーディネーター配置事業 ・サロン団体の交流会の開催 ・買い物支援サービスの充実 

６．基幹相談支援センター事業 

  ・地域における相談支援の中核的役割を担う機関として、障がいのある人、その保護者、介護者などから 

の相談に応じ、必要な情報提供等の支援を行なうとともに、虐待の防止や権利擁護のために必要な援助を 

行ないます。また、総合的な相談業務の実施や、地域の相談支援体制の強化やネットワークの構築等を行 

ないます。 

Ⅴ）喜楽来館指定管理運営拠点区分 

・住民の方々や、各団体等が有効に利用しやすい福祉施設として、また宿泊研修施設としての機能を 

活かし、子ども会や各団体等から利用していただけるように運営していきます。 

Ⅵ）赤い羽根共同募金への協力 

   ・共同募金の配分金は、社会福祉活動資金の重要な財源であるので、住民の方々への募金の呼びかけを 

行います。 

Ⅶ）福祉団体事務局 

・共同募金東峰村支会 ・東峰村老人クラブ連合会 ・東峰村遺族会  

・東峰村身体障害者福祉協会・東峰村母子寡婦福祉会 

 

東峰村社会福祉協議会 令和６年度事業計画と収支予算 
 

Ⅰ）法人運営拠点区分 

１．会議の開催 

     理事会・評議員会・監事会・評議員選任解任委員会・生活福祉資金貸付委員会 

  ２．研修会及び会議等への参加（民生委員 児童委員定例会、地域ケア会議、集落支援員定例会等） 

  ３．法人諸規程の整備 

    ４．インターネットを活用した情報の発信 

５．児童福祉の推進 

    ・福祉教育読本の配布（５年生対象） ・青少年地域活動への助成 

６．身体障がい者福祉事業の推進 

・村身体障害者福祉協会との連携 ・研修事業援助 

７．母子・寡婦福祉会研修事業援助 

   ・母子寡婦福祉会との連携 ・母子寡婦の集い開催 

８．歳末たすけあい事業の実施（民生委員 児童委員との共同事業） 

９．戦没者遺族会援助  

   ・戦没者遺族会との連携 ・護国神社参拝の開催 

10．葬祭扶助事業の実施 

11．ミニシルバー人材センター事業 

・高齢者に働く機会を提供し、生きがいの充実や健康の維持及び増進を図るとともに、地域社会の担い 

手として活躍できることを目的に事業運営を行います。 

12．生活福祉資金貸付事業 

・低所得者、障がい者、高齢者世帯等へ自立更正や在宅福祉に必要な資金の貸付を行ないます。 

13．心配ごと相談事業 

・年 5 回（5月･7 月･10 月･12 月･3 月）「喜楽来館」及び「いずみ館」において交互に開催 

します。（午前１０時～正午まで） 

・相談員（民生委員児童委員・人権擁護委員・行政相談員） ・司法書士【年５回】 

・相談員の方々を対象に研修会の開催 

14．福祉バス運営事業 

・遺族輸送を優先的に行いますが、福祉団体等が実施する活動や外部研修会への参加が円滑に実施で 

きるように福祉バスを運行します。 

15．ボランティアセンター運営事業 

・ボランティアセンター事業・災害ボラセン設置マニュアル再整備・災害ボラセン設置運営訓練実施 

・着なくなった制服や紙おむつなどの物品寄付の受付 

16．福祉用具貸出事業（社協が保有する車椅子の貸出を行います） 

17．コインランドリー運営事業（宝珠山庁舎の横に設置しています） 

18．日常生活自立支援事業 

   ・判断能力が不十分なため日常生活に支障がある方を対象に、日常的金銭管理等の支援を行います。 

19．ふくおかライフレスキュー事業への参加 

・生計困難者等に対する相談、支援事業 ・村内の社会福祉法人情報交換会の開催。 

Ⅱ）共同募金事業拠点区分 

１．高齢者福祉の推進  

   ◇敬老の日を祝し記念品の配布◇ひとり暮らし高齢者の交流事業◇ゲートボール協会活動推進費助成 

２．福祉育成援助活動 

・広報誌（社協だより）の発行 年６回 ・福祉協力校助成事業（中学校・小学校）・福祉教育の実施 

Ⅲ）居宅介護拠点区分 

１．東峰村社協ケアプランサービス事業所運営 

・居宅サービス計画の作成・要介護認定の申請代行・給付管理票の作成・介護予防居宅介護支援の受託 

２．東峰村社協ホームヘルプサービス事業所運営 

・要介護者、要支援者の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営む 

ことが出来るよう、入浴等の身体介助、その他生活全般にわたる生活援助の提供を行ないます。 

  ３．指定特定相談支援事業所及び指定障害児相談支援事業所の運営 

    ・障がい者（児）の方々が地域で安心して生活できるように、施設、病院、関係機関等と連絡調整を 

行ない、障がい者（児）福祉サービスの利用計画を作成します。 

 

 

 


